
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 
学校名 専門学校盛岡カレッジオブビジネス 

設置者名 学校法人 龍澤学館 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･
通信
制の
場合 

実務経験の
ある教員等
による授業
科目の単位
数又は授業
時数 

省令で定め
る基準単位
数又は授業
時数 

配
置
困
難 

商業実務 

専門課程 

ホテルビジネス科 
夜 ・

通信 
1,495時間 160時間 

 

ブライダルビジネス科 
夜 ・

通信 
1,395時間 160時間 

 

トラベルビジネス科 
夜 ・

通信 
1,050時間 160時間 

 

ファッション・ 
ショップビジネス科 

夜 ・

通信 
1,040時間 160時間 

 

総合ビジネス科 
２年コース 

夜 ・

通信 
960時間 160時間 

 

総合ビジネス科 
１年コース 

夜 ・

通信 330時間 80時間 
 

国際ビジネス科 
海外留学コース 

夜 ・

通信 
910時間 240時間 

 

国際ビジネス科 
国際ビジネス２年コース 

夜 ・

通信 
500時間 160時間 

 

衛生 

専門課程 

パティシエ科 
２年コース 

夜 ・

通信 
1,220時間 160時間 

 

パティシエ科 
１年コース 

夜 ・

通信 680時間 80時間 
 

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://moricolle.ac.jp/doc/gkb_jitsumuka.pdf 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校盛岡カレッジオブビジネス 

設置者名 学校法人 龍澤学館 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

http://moricolle.ac.jp/doc/riji.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社顧問 
平成 28 年 1 月 17 日～

令和 2年 1月 16日 

産業界からの人材

育成に対するアド

バイス 

非常勤 会社相談役 
平成 28 年 1 月 17 日～

令和 2年 1月 16日 

産業界からの人材

育成に対するアド

バイス 

非常勤 会社取締役相談役 
平成 28 年 1 月 17 日～

令和 2年 1月 16日 

産業界からの人材

育成に対するアド

バイス 

非常勤 会社代表取締役専務 
平成 31 年 1 月 16 日～

令和 2年 1月 16日 

産業界からの人材

育成に対するアド

バイス 

（備考） 

 

 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校盛岡カレッジオブビジネス 

設置者名 学校法人 龍澤学館 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

当該学年が新年度を迎える前年度の 12 月までに、カリキュラムの変更案について

教務担当者間で協議し、学内会議を経て１月の理事会に諮る。これにより承認された

カリキュラムを基に、シラバス（授業計画）案を各科目担当者が作成し、各学科の教

務主任が取りまとめて確認したうえで、学内会議での承認を得る（２～３月）。 

シラバス（授業計画）案の作成にあたっては、検討委員会で協議し決定したガイド

ラインおよび共通フォーマットを提示することにより、必要記載事項がもれなく適切

に記載されるよう留意する。 

４月、新年度の各学科の授業開始までに、「モリカレハンドブック」を用いた履修ガ

イダンスを実施する。併せて、シラバス（授業計画書）を随時確認できるよう、ホー

ムページ上でも公開している。 

授業計画書の公表方法 http://moricolle.ac.jp/other/information.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学修成果を評価し、厳格かつ適正に履修認

定を実施している。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 各学生が年度末までに得た成績評価を数値化し、総受講科目の合計値を求め受講科

目数で除して得られる数値を、学生の「個別評価平均値」として算出し、学科内での

成績分布状況を把握する際の指標とする。 

 

※成績評価を受ける前の段階において、成績の分布状況を把握する必要が生じた際に

は、小テストや模擬試験等の得点をもとに学科内の平均点や個別の総得点を算出し、

指標とすることもある。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://moricolle.ac.jp/doc/gkb_hyoka_shihyou.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 各学科のディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーは、学科教員間で検討し

た原案を基に、学内会議で協議したうえで承認されたものを学生へ周知する。また、

これらの内容については、随時確認できるようホームページ上でも公開している。 

 卒業認定については、卒業年次の 1月末までに得た成績評価および学費納入状況を

踏まえ、卒業認定会議での審議を経て学校長が決定する。 

 

《ディプロマポリシー》 

１．各専門分野における知識・スキルを有するとともに、社会人として必要な挨拶・

礼儀・身だしなみ及び、規範やモラルを守る力を身に付けている。 

２．人の為に働くことにやりがいを感じ、他者と協働して物事に取り組むうえでの意

思疎通を適切に図ることができる。 

３．地域の課題に関心を持ち、解決するための情報収集や分析を主体的に実践するこ

とができる。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://moricolle.ac.jp/doc/gkb_diplomapolicy.pdf 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 専門学校盛岡カレッジオブビジネス 

設置者名 学校法人 龍澤学館 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://moricolle.ac.jp/doc/taisyaku.pdf 

収支計算書又は損益計算書 http://moricolle.ac.jp/doc/syushi.pdf 

財産目録 http://moricolle.ac.jp/doc/zaisan.pdf 

事業報告書 http://moricolle.ac.jp/doc/jigyou.pdf 

監事による監査報告（書） http://moricolle.ac.jp/doc/kansa.pdf 
 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
ホテルビジネス科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １，７００ 

単位時間 

890 
単位時間 

170 
単位時間 

740 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学生

数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 38人 1人 1人 7人 8人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 



  

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

㈱ミリアルリゾートホテルズ、森トラスト・ホテルズ＆リゾーツ㈱ 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

レストランサービス技能士、ホテルビジネス実務検定、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  44 人 1人  2.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更の為 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
ブライダルビジネス科 〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １，７００ 

単位時間 

800 
単位時間 

160 
単位時間 

840 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 50人 0人 2人 9人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32人 

（100％） 

0人 

（0％） 

32人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

㈱目黒雅叙園、㈱イワテブライダルセンター 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

フォーマルスペシャリスト検定、ブライダルコーディネート技能検定、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  66 人 4人  6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的問題による理由、進路変更の為 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
トラベルビジネス科 〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １,７００ 

単位時間 

1,420 
単位時間 

130 
単位時間 

250 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 21人 0人 2人 8人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10人 

（100％） 

0人 

（0％） 

10人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

東京地下鉄㈱、㈱エイチ・アイ・エス 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国内旅行業務取扱管理者、国内・総合旅程管理主任者、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 25人 0人  0％ 



  

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

ファッション・ 

ショップビジネス科 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １,７００ 

単位時間 

560 
単位時間 

480 
単位時間 

760 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 14人 0人 1人 7人 8人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 



  

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8人 

（100％） 

 

0人 

（0％） 

7人 

（87.5％） 

1人 

（12.5％） 

（主な就職、業界等） 

㈱オンワード樫山、㈱ストライプインターナショナル 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

リテールマーケティング検定、色彩検定、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  22 人 3人  13.6％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的問題による理由、進路変更の為 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

総合ビジネス科 

２年コース 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １,７００ 

単位時間 

1,490 
単位時間 

90 
単位時間 

220 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 22人 0人 1人 11人 12人 

 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

㈱北日本銀行、日本郵便㈱ 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定、国家資格ファイナンシャルプランニング技能士、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 



  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33 人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

総合ビジネス科 

１年コース 
  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 ８００ 

単位時間 

830 
単位時間 

 
単位時間 

20 
単位時間 単位時間 単位時間 

850単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 0人 0人 1人 11人 12人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

 



  

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

㈱北日本銀行、日本郵便㈱ 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定、国家資格ファイナンシャルプランニング技能士、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33 人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

国際ビジネス科 海外

留学コース 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 ２,４００ 

単位時間 

1,480 
単位時間 

680 
単位時間 

470 
単位時間 単位時間 単位時間 

2,630単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 
兼任教員

数 
総教員数 

30人 0人 0人 1人 8人 9人 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

実績なし 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＴＯＥＩＣ、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

該当なし 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

国際ビジネス科 国際

ビジネス２年コース 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １,７００ 

単位時間 

1,400 
単位時間 単位時間 

400 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 5人 1人 1人 8人 9人 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 



  

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

実績なし 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＴＯＥＩＣ、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

該当なし 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 
パティシエ科 

２年コース 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 ２,０４０ 

単位時間 

890 
単位時間 

570 
単位時間 

710 
単位時間 単位時間 

280 
単位時間 

2,450単位時間 



  

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 10人 0人 1人 13人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

0人 

（0％） 

5人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

小田急リゾーツ 等 

（就職指導内容） 

キャリア教育授業、筆記及び面接指導対策 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家資格製菓衛生師、他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  11 人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 
パティシエ科 

１年コース 
  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 １，０２０ 

単位時間 

520 
単位時間 

570 
単位時間 

60 
単位時間 単位時間 単位時間 

1,150単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 0人 0人 2人 13人 15人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 学校法人理事会にて認定されたカリキュラムを基に、各科目担当者が授業方法及び

内容、年間の授業計画などの詳細案を策定し、学内会議においての承認を経て、正式

な授業計画とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 各授業科目の特性に応じ、以下の項目のいずれか（複数項目の場合には、項目間の

評価割合を規定する場合もある）により、学習成果を評価する。 

 ・評価対象となる定期テストの得点率 60％以上 

・検定試験結果 

・小テスト結果 

・出席率 80％以上 

 ・授業態度 

 ・レポートの提出状況および内容の完成度 

  



  

 各科目における最終評価は５段階（秀・優・良・可・不可）とし、不可の評価を得

た際には、当該科目の履修修了要件を満たさないものと判定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定については、卒業年次の 1月末までに、進級の認定については、進級年次

の 3月末までに得た成績評価および学費納入状況を踏まえ、卒業・進級判定会議での

審議を経て学校長が決定する。 

学修支援等 

（概要） 

 クラス担任制による学習支援の実施 

 ・生活指導、学習指導、就職指導等の個別相談 

 ・必要に応じて、保護者との情報共有、協力依頼 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

該当なし 

（就職指導内容） 

該当なし 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

該当なし 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個人面談の実施及び進路希望調査 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

ホテルビジネス科 

ブライダルビジネス科 

トラベルビジネス科 

100,000円 490,000 円 490,000 円 
施設設備費、維持費、 

補助活動費 

ﾌｧｯｼｮﾝ･ｼｮｯﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

総合ビジネス科 
100,000 円 490,000 円 470,000 円 

施設設備費、維持費、 

補助活動費 

国際ビジネス科 

（海外留学ｺｰｽ） 
100,000円 

460,000 円

（１年次） 

0円 

（２年次） 

490,000 円

（３年次） 

530,000 円

（１年次） 

370,000 円

（２年次） 

530,000 円 

（３年次） 

施設設備費、維持費、 

補助活動費 

※2年次の留学費用別途 

国際ビジネス科 

（国際ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ） 
100,000円 490,000 円 550,000 円 

施設設備費、維持費、 

補助活動費 

パティシエ科 100,000 円 590,000 円 620,000 円 
施設設備費、維持費、 

補助活動費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://moricolle.ac.jp/doc/gakko_hyoka.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者として企業等から参画いただいた委員を含む学校関係者評価委員会を設

置して、実務に関する知見を活かして教育目標や教育環境等について「自己点検・評

価」の結果に基づく評価を実施し、その評価結果を学校運営会における改善事項の提

案に反映し、学校運営会や職員会において検討する。これを定期的に行うことにより、

「地域で必要とされる人材の育成」のための教育の質の向上、学生支援、卒後支援、社

会活動等の充実とともに、健全かつ安定した学校運営を図ることを基本方針とする。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

盛岡大通商店街協同組合 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

企業等委員 

株式会社北日本銀行 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

企業等委員 

岩手県中小企業団体中央会 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

職能団体 

盛岡中央高等学校 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

高等学校教員 

 平成３１年４月１日～ 卒業生 



  

令和３年３月３１日 

 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

卒業生 

 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

卒業生 

 平成３１年４月１日～

令和３年３月３１日 

保護者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://moricolle.ac.jp/doc/gakko_hyoka.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://moricolle.ac.jp/ 

 

 


